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2.19.4. その他の活動 
１．研究成果の外部公開および公開実験の実施 
 本研究室で取り組んでいる研究テーマ「知的相互作用システムとしての宮澤賢治認知モデルの構築」お
よび「メンタルクローニングに基づく知的インタラクションシステムの開発」の一環として、以下の２件
の研究成果外部公開（公開実験を含む）を実施した。 
1) もりおか啄木・賢治青春館における企画展示（平成 21 年 4 月 25 日～平成 21 年 8 月 9日） 
2) At The Vanishing Point（オーストラリア・シドニー）における企画展示（平成 21 年 10 月 22 日～
11 月 8 日） 
 以下、それぞれについて述べる。 
 
１．１ もりおか啄木・賢治青春館における企画展示 
 平成 21 年 4 月 25 日から平成 21 年 8 月 9 日まで、“「ようこそケンジ！コンピュータがつむぐ賢治の世
界」～仮想賢治と童話で話そう～”と題し、もりおか啄木・賢治青春館（盛岡市中ノ橋通）と連携し、研
究成果の外部公開および公開実験を実施した。以下、概要などを述べる。 
１．１．１ 企画概要 
・企画名「ようこそケンジ！コンピュータがつむぐ賢治の世界」～仮想賢治と童話で話そう～ 
・目的：以下の通りである。 
対外的には、賢治が盛岡中学入学のため来盛して 100 年となる平成 21 年に、書籍・書簡を通じて知る
賢治とは離れ、これまでに無いバーチャルな賢治と対面することで、新鮮な切り口から賢治への興味を喚
起することである。 
本講座としては、これまでの研究成果を広く県民に紹介・アピールすることと、学外者による本システ
ムの評価実験を実施することである。 
・事業内容：以下の通りである。 
本講座で研究開発を進めている『仮想賢治システム』の公開展示を行う。仮想賢治システムは、プロジ
ェクタ内蔵マネキン（仮想賢治）が、童話「注文の多い料理店」を朗読する。このとき対面する人の表情
などによって、読み方や CG で作られた表情を変化させていく。実際に来館者に利用してもらい、その変
化を楽しんでもらう。具体的な展示内容は以下の通りである。（図１参照）。 
1) 仮想賢治システム…PC3 台、高速度カメラ、プロジェクタ内蔵マネキン、タッチパネルから構成。
2) ポスター、展示パネル、バナー…広報用のポスターのほか、会場内の展示パネル、会場入り口用
のバナーを作成。 
3) リーフレット…来場者に、ポスターとパネル、さらに連絡先を記載した内容のリーフレット（Ａ
４一枚）を配布。展示期間中に５００枚を用意した。 
4) アンケート（２種類）…来場者にアンケートを実施する。実際に体験してもらった場合と見ただ
けの場合でアンケートを変える。なお、本アンケートは、仮想賢治システムに対するものであり、
本企画に対するアンケートではない。 
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展示状況 
 
ポスター 
図１：公開風景 
・期 間：平成 21 年 4月 25 日（土）～8月 9日（日）午前 11 時～午後 4時 休館日を除く 
・会 場：もりおか啄木・賢治青春館 １階街並展示室 
・入場料：無料 
・実施者：岩手県立大学ソフトウェア情報学部藤田研究室及び株式会社ビットエイジ・スタッフ 
 
１．１．２ 実施状況 
・広報活動：以下の通りである。 
・ポスター作成。もりおか啄木･賢治青春館や岩手県立大学などに掲示。 
・Web ページ作成。もりおか啄木･賢治青春館の Web ページからリンク。 
・広報もりおか「平成 21 年 5月 1日」にて企画を紹介 
・主な進行過程：以下の通りである。 
平成 21 年 4月 24 日 機器搬入、設置 
平成 21 年 4月 25 日 展示開始 
平成 21 年 7月 18 日 システム更新。以下の拡張を実施。 
・「注文の多い料理店」の中国語版を読む機能を追加。 
・「セロ弾きのゴーシュ」「どんぐりと山猫」「アメニモマケズ」を追加 
平成 21 年 8月 09 日 展示終了。機器梱包 
平成 21 年 8月 10 日 機器搬出 
 
１．１．３ 来場者のべ人数 
 来場者の延べ人数は、５３４１名。月ごとは以下の通りである。 
期間 4/25～4/30 5/01～5/31 6/01～6/30 7/01～7/31 8/01～8/09 総数 
人数 175 1919 1562 999 686 5341 
 
１．１．４ 報道実績 
本展示は、TV などのマスコミにおいても紹介された。主だったものを以下に示す。 
•TV 報道 
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平成 21 年 4月 26 日，TV いわて，ローカルニュース内 
平成 21 年 4月 26 日，NHK 盛岡，ローカルニュース内 
平成 21 年 6月 04 日，めんこい TV，ローカルニュース内（コーナーとして紹介） 
• 新聞報道 
平成 21 年 4月 26 日，岩手日報・16面（県内），「仮想賢治」に会おう盛岡の青春館 
平成 21 年 4月 26 日，朝日新聞・37面（県内），本を読み聞かせる人形「バーチャル賢治」登場  
平成 21 年 4月 27 日，盛岡タイムス・1面（県内），仮想賢治と童話で話そう  
平成 21 年 5月 10 日，読売新聞・23面（全国）， おあしす  
• Web 報道 
各新聞社 Web ページ（盛岡経済新聞、読売新聞、岩手日報、盛岡タイムス、毎日新聞） 
Yahoo！ヘッドライン（平成 21 年 5月 18 日。次ページに画面写真） 
 
 
１．２ シドニー工科大学における企画展示 
 
 平成21年 10月 22日から11月 8日にかけて、“Spring and Asura 0.2  
-Disturbance”と題し、現代美術ギャラリーAt The Vanishing Point
（565 King Street, Newtown NSW 2042, Australia ）において、「知
的相互作用システムとしての宮澤賢治認知モデルの構築」の研究メン
バーの一人である、シドニー工科大学の Chris Bowman 氏が研究成果
の外部公開を実施した。本企画にて公開された研究成果は、本講座と
シドニー工科大学の Alastair Weakley 教授との共同研究の一部であ
る。この展示においては、文章を映像で表現する手法とその成果物が
展示された。 
 
 
２．卒業生との連携 
２．１ 卒業生の授業への参加 
 平成 21 年 11 月 25 日開催の「学の世界入門」「プロジェクト演習１」「プロジェクト演習２」に本講座
の 2007 年度の卒業生２名に参加していただいた。当該回は、プロジェクトの中間発表にあたったため、
はじめに企業におけるプロジェクトの経験を話してもらった後、各グループの発表内容について、質疑お
よびコメントをお願いした。通常とは異なる視点からの質問やコメントは、本授業を進めるうえで、有意
義であったと思われる。 
 
３．企業との連携 
３．１ 株式会社ビットエイジとの連携 
 平成 20 年度から引き続き、株式会社ビットエイジ（盛岡市元宮）と連携を進めた。連携では、基本的
に大学側のアイディアに基づき、システムやライブラリの開発を委託した。また、大学側からとしては、
いくつかの技術やアイディアなどをビットエイジ側に提供し、双方とも利得がある形での連携をすすめて
いる。 
 
図 2：企画展示のポスター 
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３．２ 沖電気工業株式会社とのミーティング 
 本講座で取り組んでいるビデオ画像を用いた表情認識の研究では、沖電気工業にて開発されている SDK
を活用している。この SDK の利用状況の報告も兼ね、沖電気工業株式会社ヒューマンセンシング事業推進
部との研究ミーティングを、平成 21 年 11 月 5 日に沖電気工業株式会社ヒューマンセンシング事業推進部
にて行った。当日は、沖電気側は８名が、本講座側は教員３名と学生１名が参加し、互いの研究成果の発
表と質疑応答、討論を行った。このミーティングを通し、我々は研究を進める上で必要な技術についての
情報を得ることができた。 
 
